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23 会計年度任用職員について 

時間や日数を制限されて勤務している教職員 

職種により時間給与が違うので注意 

 

 会計年度任用職員の給与には、月額制（低学年生活支援員・特別支援講師）と時給制（特別非常勤

講師、シニア・ティーチャー等）があります。月額支給の場合、休業中は支給されないため特例計算

報告書で戻入処理をします。時給制の場合、その月に勤務した時間数分の給与が次の月に支給されま

す。 

 

 その月に「何時間勤務して、給与がいくら支払われるか」を、 

① 会計年度任用職員出役表 

② 会計年度任用職員勤務状況報告（※市町による） 

③ 特例計算報告書 

④ 会計年度任用職員通勤費実績報告書 

で報告します。 

 その月に勤務実績がなくても、①出役表、②勤務状況報告は提出が必要です。 

 給与明細が届いたら、入力した金額と支給額が合っているか、確認をしてください。 

 

①会計年度任用職員出役表 

 勤務した日に、時間数を記入し、押印してもらいま

す。月額制の場合、時間数の記入は必要ありません。

年休を時間単位で取得する場合、年休時間を記入し

ます。 

 月末の給与報告時に、合計時間数を確認し、校長の

私印を押します。 

 出役表の原本を、県教職員課（嶺南教育事務所）に

提出します。 

＊勤務時間数が０でも、報告が必要です 

＊証明日は、土日以外の月末です 

 

※会計年度任用職員の年休等について  

令和 2 年度 4 月から取扱いに変更あり。 

任用により取扱いが異なるため、詳細は事務マニュア

ル「28 年次休暇」、「29 特別休暇」を確認。 

 

 

 

②会計年度任用職員勤務状況報告(※市町による) 

 データもしくは鑑に出役表のコピーを添付して、市町教委に提出します。 

 

③特例計算報告書 （実績支給の会計年度任用職員の場合） 

 月末の給与報告時に、その月の勤務時間数を入力し、CSV で出力して、メールで報告します。作成

した特例計算報告書（エクセル版）も併せて送信します。 

※「支出科目」は、小学校と中学校で違うので注意！ 
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通勤手当がある場合の特例計算報告書 

 

④会計年度任用職員通勤費実績報告書 

 会計年度任用職員すべてに通勤手当が実績支給されるため、通勤届の提出が必要となり認定簿も

作成します。 

実績支給の通勤手当は当月の通勤回数に応じて翌月に支給されます。 

（１ヶ月の通勤手当額÷21）×通勤回数＝実績支給の通勤費となります。 

☆22 日以上勤務日があっても、21 日分しか支給されません。 

 実績報告書上も 22 日以上の勤務日があっても通勤回数は 21 日とします。 

☆通勤手当額・非課税限度額は、福井県職員の通勤手当額と同じです。 
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